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笹ヶ峰ダム・野尻湖の状況 ～８月末まで貯水量確保～ 
水源である笹ヶ峰ダム・野尻湖は８月末まで貯水量を確保で

きる見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
組合員の皆様にお願い ～下流域にも公平に用水を～ 

連日の猛暑により用水需要がピークを迎えていますが、下流

域の皆様から少ない用水量に対して、当改良区に苦情が寄せら

れています。 

限りある水資源でありますので、上下流が公平となるよう集

落・地域間の連携をお願いいたします。 

また、下記のとおり節水にご理解ご協力をお願いいたします。 

１．用水のかけ流しは絶対に行なわないでください。 

２．各揚水機場については、稼働日を守り、かつブロックロ 

ーテーションにより効率的なかんがいを行ってください。 

３．自動給水栓センサーを設置してください。 

４．畦畔の漏水を確認した場合、漏水対策を強化してくださ 

い。 



地域の用水状況に応じて水を有効に使いましょう！ 

 

 新潟地方気象台の１か月予報（８月１日発表）によると、向こう１

か月間は、平年に比べ晴れの日が多く、気温は高い見込みです。飽水

管理で土壌水分の保持に努め、稲体活力の維持を図りましょう。 

また、地域の用水状況に応じて水を有効に使いましょう。 

 

【飽水管理の継続】 

○水稲は収穫されるまで根から土壌中の窒素を吸収し続けていま 

すが、ほ場が乾きすぎると、土壌からの窒素供給量が低下し、 

栄養不足に陥る危険性があります。ほ場が乾きすぎないよう、 

飽水管理を継続しましょう。 

○飽水管理とは、水田への入水後、自然に水が減って田面が露出し、 

溝や足跡の底に水が無くなる前に入水を繰り返す水管理です。 

 

 

【落水は出穂期25日後以降とする】 

○早期落水は、登熟不良による未熟粒を増加させ、玄米品質・食 

 味を低下させます。また、下葉の枯上がりや倒伏の発生を助長 

 します。 

○落水は、玄米の粒厚が決まる出穂期25日後以降としましょう。 

○また、登熟期間が高温で経過する場合は、出穂期30日後までか 

 ん水し、品質低下を防ぎましょう。 

 

 

【フェーン時の水管理】 

○フェーン時は急激に稲体水分が奪われ、白穂や着色粒、稔実障害等 

 の障害につながりますので、フェーン現象が予想される場合は、速 

 やかに湛水し、障害発生防止に努めましょう。 

○ただし、高温下での継続した湛水は、根腐れの原因になるので、可 

 能な範囲で水の入れ替えを行いましょう。 

 

お問い合わせ：関川水系土地改良区、上越農業普及指導センター、ＪＡえちご上越各営農センター 

【好ましい状態】 【かん水の遅れ】 

【図１ 飽水管理のイメージ】 

【図２ 落水時期による茎の活力の違い】 

【図３ 開花日数と稔実】 


